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ロ
月
5
自
に
閃
か
れ
‘
議
案
げ
件
、
諮

阪
8
件
、
陳
情
3
件
を
密
室
し
ま
し
た
。

そ
の
銭
果
、
全
綴
祭
を
可
決
し
、
諮
防
・

陳
情
は
、
採
択
送
付
1
件
、
不
採
択
3
件、

継
続
審
査
7
件
と
な
リ
ま
し
た
。

可決した
意見書・決議f要旨)

議員祭出議案として 8件の意見蓄を上程し、次の3
件を可決しました。可決した意見書は、関係省庁など

に提出しました。

都市計画法の権限移誠を求める意見書

か
ら

総

務

委

員

会

全的
行

"
総
務日同
‘
金
例
制
限
以
川
、
財
政
府

な
ど
}

一
般
会
計
椛
正
予
算
、
政
治
倹
瑳
健
立

の
た
め
の
千
菜
市
長
の
資
産
等
の
ハ
ム
隠
に

関
す
る
条
例
の
制
定
な
ど
議
案
4
件
を
蕊

蓋
し
、
祭
気
対
策
の
た
め
の
曲
目
遇
建
設
事

業
費
な
ど
に
つ
い
て
、
時
民
間
が
あ
り
ま
し

た
。

民
生
教
育
愛
国
民
会

-
崎
川
押
川
"
市
民
局
、
Mm枇

m-
教
指
H

愛
只
会
}

一
般
会
計
術
正
予
録
な
と
・議案
4
件
、
講

師
刷

4
件
、
綴
情
3
件
を
密
室
し
、
児
童
相

談
施
殺
等
整
備
事
業
の
地
元
住
民
と
の
合

意
状
況
と
帥
寓
さ
れ
た
問
題
点
な
と
に
つ
い

て
、
質
問
が
あ
り
ま
し
た
。

'
一面一向
鈴
者
医
療
費
助
成
の
年
齢
引
き
下
げ

に
関
す
る
議
鯨

不
涼
択

環
晴
樹
消
防
一
奈
良
会

(
所
管
"
以
段
衛
生
川
、
消
仰
向
、
消
防

問
、
ぷ
巡
川
}

千
葉
市
飲
霞
自
動
車
の
発
生
の
防
止
及

び
通
正
な
処
理
に
関
す
る
条
例
の
制
定
な

と
議
案
4
件
、
請
願
2
件
を
審
査
し
、
放

置
自
動
車
の
状
況
と
実
態
調
震
の
有
無
な

ど
に
つ
い
て
‘
質
問
が
あ
り
ま
し
た
。

政令指定都市においては、市民が快適で{主み心地の良い街を

つくることはもちろんのこと、個性のある魅力的な都市をつく

るため、大都市政策に積健的な展開が求められている。

これまでにも、県あるいは国の役割が市町村に移りつつある

が、都市計画法の決定権限など、大都市の市織内にかかわる事

項は、いまだ充分とはいいがたい。

よって、政府に対し、都市計画法に基づく知事の権限を、都

道府県から政令指定都市に移譲されることを強く求める。

_-、』
千葉県青少年健全育成条例の

改正をJ求めるJ露見書--、.

区浜英亙動自笛飲るなと-
D
 

の冨m
u
 

な守革ざ$
6
 

4c 

vレ
ジ
袋
で
も
ご
み
が
出
せ
る
よ
う
に
す
る

こ
と
を
求
め
る
訪
問
削

不
採
択

V
家
庭
粗
大
ご
み
の
有
料
化
を
し
な
い
こ

と
を
求
め
る
議
開

不
採
択

経
済
建
設
蚤
員
会

(
所
管
"
絞
済
問
凶
政
問
、
組
放
同
な
ど
}

千
葉
市
中
高
層
建
築
物
の
建
築
に
係
る

紛
争
の
予
防
と
調
整
に
関
す
る
条
例
の
制

定
な
ど
議
案
6
件
、
請邸側
1
件
を
審
査
し
、

中一面
一両
庖
建
築
物
の
建
築
に
際
し
、
紛
争
を

未
然
に
防
止
す
る
た
め
の
具
体
的
方
策
や

条
例
の
仲
間
行
に
必
要
な
規
則
の
準
備
状
況

な
ど
に
つ
い
て
、
質
問
が
あ
り
ま
し
た
。

都
市
下
水
餐
員
会

(所利口

"w川
市
同
問
、
下
水
迫
U

川}

一
般
会
計
術
正
予
袋
、
千
葉
市
都
市
計

画
土
治
区
画
鐙
理
事
業
特
別
会
計
鴻
正
予

21世紀を:teう青少年の健全育成には、教育及び生3舌の揚とし

ての社会E即売が特に重要である。

しかし、宣言近の社会環演は、極めて憂IAすべき状況となって

いる。電話による不特定男女の会話の軽量会を提供する、テレク

ラなどの営業が県内各地で晃られ、特にこれが青少年の性非行

の温床となっている。

このような中、我々は地i或ぐるみで湾少年の健全育成に取り

組んでいるが、テレクラなどを規制する法律はなく、千葉県湾

少年健全育成樹J1Jでも、規制の対象外とされている。

よって、千葉県に対し、青少年の健全育成にm大な影望書を与

えているテレクラなどの営業を規制できるよう、千葉県青少年

健全湾成条例の改正を強く要望する。

新たな f食料 ・農業 ・}箆村基本法jの

__..，._ 制定巻求めるι怒見書 ---ー 第
な
ど
議
案
3
件
、
請
願
2
件
を
蕗
査
し
、

花
島
録
会
公
園
の
用
地
買
収
や
工
事
の
進

沙
状
況
な
ど
に
つ
い
て
、
質
問
が
あ
り
ま

し
た
.

'
都
市
計
画
道
路

・
東
寺
山
町
山
王
町
線

の
笠
備
促
進
に
関
す
る
訪
問開

探
択
送
付

廃
棄
物
処
理
問
題
対
策
特
別
委
員
会

日
月
幻
自
に
聞
か
れ
、
中
間
処
理
絡
設

と
患
終
処
分
閥
均
の
廃
棄
物
処
理
対
策
に
つ

い
て
執
行
部
の
説
明
を
聴
取
し
、
質
疑
を

行
い
ま
し
た
。

農業塁本法が制定されてから、 30有余年が経過したが、現在

の日本の農業・漁業は非常に厳しい環鏡下におかれている。

ガット・ウルグアイ ・ラウンドの農業合意によって、今後、

農林・水産物の磁入が，Igl大し、農林水産業がますます衰退する

ならば、その彫響はわが国の経済・社会に大きな打墜を与え、

本市のような都市地域へも深刻な影響力f懸念される。

よって、安全な食料の安定的な供給、農林*il霊祭の持つ多綾

な公磁的機能、 1世i剖士会 ・鹿山漁村の活性化を図るため、新た

な「食料・渓業・農村塁本法jを制定するよう強く要望するa

般

質

問

市
政
に
関
す
る
一
般
質
問
.
か
、
ロ
月
刊
M

臼
か
ら
M
包
ま
で
の

3
日
悶
に
7
名
の
説

員
に
よ
り
行
わ
れ
ま
し
た
。
主
な
質
問
項

目
は
次
の
と
お
り
で
す
。

-
市
民
へ
の
行
政
サ
ー
ビ
ス
と
職
員
の
問

題
に
つ
い
て

@
効
率
的
な
市
政
運
嘗
に
つ
い
て

@
5
か
年
計
画
に
つ
い
て

-
歴
史
的
大
総
決
期
に
お
け
る

「
健
康
」

「食
」
「
混
血
場
」
「
摺
聞
社
」
に
つ
い
て

@
障
害
者
、
一面一同
齢
蜜
が
安
心
し
て
住
み

続
け
ら
れ
る
復
づ
く
り
に
つ
い
て

-
美
術
館
に
つ
い
て

。
共
に
否
つ
教
湾
に
つ
い
て

下回sl終処分I罫

r.' 

内
山
「

~ ~翠 )

傍
聴
の
ご
案
内

平
成
8
年
第
1
固
定
例
会
は

2
月
引
臼
かー
ら
開
催
す
る
予
定

で
す
。本

会
議
は
、
原
則
と
し
て
公

開
し
て
い
ま
す
の
で
、
と
な
た

で
も
傍
聴
で
き
ま
す
。

傍
臆
さ
れ
る
方
は
、
窓
会
議

の
当
日
、
議
事
堂
練
1
階
で
受

付
け
て
い
ま
す
。

会
議
日
程
は
2
月
陥
自
に
決

ま
る
予
定
で
す
。

点
字
版
と

テ
1
プ
版
の
配
布

自
の
不
自
由
な
方
に
、
市

議
会
の
活
動
を
お
知
ら
せ
す
る

た
め
、
「
ち
ぼ
市
議
会
だ
よ
り
」

の
点
字
版
と
テ
i
ブ
般
を
発
行

し
て
い
ま
す
。

配
布
を
希
望
さ
れ
る
方
が

い
ま
し
た
ら
、
ご
達
絡
く
だ

さ
い
。

キ
浜
市
の
訴
が
泣

中
央
公
盟
沿
い
の
凶
沼
同
国司
{中
央
区
)

ヨ
今
ま
で
「
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。
」
と

一一=一一回
っ
て
い
ま
し
た
の
に
、

早
い
も
の
で
今
日
か
ら

は
2
月
。
こ
れ
か
ら
ま

す
ま
す
寒
く
な
り
、
奮
は
ま
だ
家
だ
速
い

怨
が
あ
り
ま
す
。

市
民
の
由
回
線
に
は
お
体
を
ご
自
愛
い
だ

た
き
、
恥
の
健
や
か
に
お
過
ご
し
い
た
だ
き

た
い
と
患
い
ま
す
。

古河
表
紙
に
掲
裁
し
ま
し
た
写
真
は
、
稲
毛

海
浜
公
園
内
に
あ
る
い
な
げ
の
浜
で
行
わ
れ

て
い
る
新
春
恒
例
の
市
民
凧
あ
げ
大
会
の

綾
子
で
す
。

留
さ
ん
自
慢
の
凧
を
持
参
で
、
家
族
そ

ろ
っ
て
凧
あ
げ
に
興
じ
て
い
ま
し
た
。

河
今
回
は
第
4
固
定
例
会
の
内
容
を
中
心

に
得
裁
を
い
た
し
ま
し
た
が
、
今
定
例
会

で
、
市
長
と
議
員
の
資
産
等
を
公
開
す
る

条
例
が
制
定
さ
れ
ま
し
た
。
我
三
議
員
も

政
治
倫
理
の
一
一
騰
の
確
立
の
た
め
努
力
し

て
参
り
た
い
と
怒
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
ご

支
媛
の
ほ
ど
お
額
い
致
し
ま
す
。

河
今
後
と
も
議
会
の
動
き
を
よ
り
分
か
り
ゃ

す
く
お
届
け
し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
の

で
、
末
永
く
ご
愛
読
の
程
を
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

お
読
み
に
な
り
ま
し
て
、
ご
忌
男
、
ご

感
想
が
あ
り
ま
し
た
ら
お
聞
か
せ
い
た
だ
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

「
ち
ば
市
議
会
だ
よ
り
」
発
行
委
員
会

問
い
合
せ
先
議
会
碩
務
局
調
査
諜

怨

(
0
4
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2
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